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次項参照

定例資料抜粋

• 後半では「広がり・継続性・強み」を整理し、取組の今後の可能性や補足したい魅力を伝えます。

4 波及効果

伝えること

取組が周囲や社会にどう広がるかを伝
える

書く内容

周囲への好影響

波及可能性

話題性

書き方のコツ

周囲からの反響や話題性をもたらした事
例、他企業・団体への広がりが期待でき
る点などを、ぜひご記載ください。

5 実施期間と今後の計画

伝えること

これまでの実績と、これからの展開を伝
える

書く内容

書き方のコツ

これまでの実績（いつから・どこで）に加え、
今後の計画（どこで・どのように続けていく
か）についてもご記載ください。都内での展
開と全国展開を分けて記載すると、取組の
広がりが伝わりやすくなります。

6 その他・アピールポイント

伝えること

ほかの欄で伝えきれない強みを補足す
る

書く内容

書き方のコツ

すべての項目を無理に埋める必要はあり
ません。取組の強みや特徴が伝わる内
容を中心にご記載ください。

実施期間

今後の展開予定

全国展開の整理 協働実績

意見反映

理解を広める工夫

生まれた効果
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